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浜 野 町 内 会

広 報 部

発行責任者 秋 葉 光 重

2019年度 浜野町内会総会を開催
提出議案

第 1号議案 平成30年度町内会事業報告、
並びに収支決算報告書

第 2号議案 平成31年度町内会事業計画、
並びに収支予算計画

第 3号議案 付帯決議
第 4号議案 町内会長、町内会役員、委嘱役員承認

２
０
１
９
年
４
月
１３
日
（土
）１８
時
よ
り
浜
野
会
館
に
て

「２
０
１

９
年
度
浜
野
町
内
会
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

菅
総
務
部
長
よ
り
資
格
審
査
の
結
果
、
新
旧
町
会
長
の
代
議
員
数

４‐
名
中
、
３４
名
出
席
、
委
任
状
７
名
に
よ
り
本
総
会
は
３
分
の
２
以

上
の
出
席
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
。
岡
本
第

一
区
長
よ
り
開

会
の
言
葉
、
長
嶋
町
内
会
長
よ
り
、
今
総
会
に
向
け
た
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

議
長
に
は
委
員
よ
り
執
行
部

一
任
と
の
発
言
に
よ
り
、
旭
町
会
の

河
上
雅
幸
さ
ん
を
指
名
，　
　
　
議
事
は
４
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
町
内
会
役
員
の
改
選
の
年
で
あ
り
推
薦
員
会
の

推
薦
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
町
内
会
長
に
山
王
町
会
の

秋
葉
武
さ
ん
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

町
会
員
の
交
流
と

活
性
化
を
図
り

「安
全
で
書
腱
な

こ
の
度
、
浜
野
町
内
会

・
役

員
選
考
委
員
会
の
推
薦
を
受
け
、

定
期
総
会
で
承
認
さ
れ
町
内
会

長
を
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。元
号
が
変
わ
り
新
し
い
時
代

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
浜
野
町

に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
が
進

み
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
し
た
な
か
、
町
内

・

自
治
会
活
動
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。先
ず
、
災
害
時
に
備
え
て
身

街
づ
く
り
」
を

を
守
る
た
め
町
民
の
防
災
意
識

を
高
め
、
犯
罪
か
ら
町
を
守
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
、
独
居

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
、
地
域

の
子
供
た
ち
の
見
守
り
活
動
、

町
内
会

一
斉
清
掃
に
よ
る
環
境

美
化
活
動
を
実
施
し
、
更
に
伝

統
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
大
会
、

諏
訪
神
社
の
秋
季
大
祭
、
地
区

体
育
祭
を
通
じ
て
町
民
皆
様
の

交
流
と
親
睦
を
図
り
、
浜
野
町

の
活
性
化
繁
栄
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

更
に
推
進
し

「明
る
い
住
み
よ

い
街
づ
く
り
、
安
全
で
安
心
な

街
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
を
い

た
し
ま
す
。

尚
、
こ
の
度
役
員
を
退
任
さ

れ
た
方
々
に
は
、
浜
野
町
内
会

の
発
展
の
た
め
ご
尽
力
を
頂
き

本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
。
特

に
、
長
嶋
前
会
長
は
広
報
部
長

を
４
期
８
年
後
、
５
期
１０
年
の

長
期
間
に
わ
た
り
浜
野
町
内
会

長

。
生
浜
地
区
町
内
自
治
会
連

絡
協
議
会
長
と
し
て
様
々
な
施

策
改
革
を
精
力
的
に
行

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
浜
野
町
内
会
活
動
に
ご
協
力

を
頂
け
る
よ
う
お
願
い
を
い
た

し
ま
す
。

各
町
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

働
き
方
が
変
わ
り
、
働
き
手
が

増
え
て
、
役
員
探
し
に
苦
労
を

し
た
よ
う
で
す
が
浜
野
町
内
会

役
員
は
全
体
的
に
若
返
り
ま
し

た
。私
は
町
内
会
長
と
し
て
、
総

会
で
承
認
さ
れ
た
方
針
を
確
実

に
や
り
き
る
た
め
、
役
員
の
先

頭
に
立
ち
精

一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
町
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、
町
内
会
長
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

浜
野
町
内
会
長
　
秋
葉
　
武
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令和元年 5月 号まは

第
二
号
議
案

平
成
３‐
年
度
浜
野
町
内
会
事
業
計
画
、

並
び
に
収
支
予
算
計
画

【総
務
部
】

１
、
生
浜
地
区
関
連
諸
団
体
と
の
連
携

及
び
交
流
の
推
進

田

生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
、
生

浜
地
区
町
内
自
治
会
連
絡
協
議
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
生
浜
地
区
部
会
、

青
少
年
育
成
委
員
会
、
生
浜
西
小
学

校
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
等
と
連
携
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
取
組
み
ま
す
。

②

諸
団
体
主
催
の
行
事

へ
の
参
加

・

参
画
①
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
部
会
主
催
の

「第
１８
回
生
浜
地

区
体
育
祭
」
に
参
加
し
、
優
勝
を

目
指
し
ま
す
。

②
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
主
催

の

「新
年
賀
詞
交
歓
会
」

「
日
帰

り
研
修
旅
行
」
に
参
加
し
、
他
の

町
内
会
や
諸
団
体
と
の
交
流
と
親

睦
を
図
り
ま
す
。

③
生
浜
西
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

主
催
の

「グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

「歩
け
歩
け
大
会
」
「家
族
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
等
に
参
加
し
ま
す
。

２
、
浜
野
町
民
と
の
交
流
と
親
睦
の
推

進
田

浜
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
の

「グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
参
加

し
ま
す
。

②

浜
野
町
の
歴
史
と
伝
統
文
化
で
あ

る

「
８
月
の
盆
踊
り
大
会
」
と

「
１０

月
の
諏
訪
神
社

秋
季
大
祭
」
は
町

民
が
交
流
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
浜
野
町
の
活
性
化
と
繁

栄
を
願
い
諸
団
体

。
本
行
寺

・
諏
訪

神
社
と
協
力
し
て
開
催
し
、
〃
連
帯

と
協
調
の
町
″
と
し
て
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
よ
う
推
進
し
ま
す
。

０

「浜
野
町
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
で

は
、
町
内
会
の
全
組
織

。
諸
団
体
役

員
の
参
加
を
募
り
、
共
に
新
年
を
祝

い

「町
の
発
展
と
町
民
の
幸
せ
」
を

祈
念
し
、
開
催
し
ま
す
。

３
、
町
会
員

・
賛
助
会
員
の
加
入
促
進

浜
野
町
で
は
新
住
民
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
賛
助
会
員
は
地

域
の
協
力
体
制
を
維
持
し
て
い
く
上

で
貴
重
な
会
員
で
す
。
「加
入
促
進

活
動
の
期
間
」
を
設
け
、
町
内
会

ヘ

の
入
会
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

４
、
浜
野
会
館
の
適
正
な
管
理

・
運
営

田

浜
野
会
館
は
、
町
民
の
融
和
と
親

睦
を
図
る

″
浜
野
町
唯

一
の
共
有
施

設
″
で
す
。
管
理
責
任
者
に
よ
り

「浜
野
会
館
使
用
心
得
」
に
基
づ
き

運
営
を
行
な
い
ま
す
。

②

会
館
事
務
所
に
毎
週
土
曜
日
９
時

３０
分
～
１２
時
００
分
は
在
室
し
、
会
館

の
使
用
申
請
の
受
付
並
び
に
コ
ピ
ー

機
使
用
に
関
す
る
業
務
等
を
行
な
い

ま
す
。

０

事
務
所
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
並
び
に
、

書
類

・
書
棚
の
移
設
や
増
設
な
ど
を

検
討
し
、
デ
ー
タ
保
存
や
書
類
の
管

理
状
態
を
再
整
備
い
た
し
ま
す
。

５
、
区
会
議
の
開
催
町
内
会
の
活
動
方

針
の
推
進
と
徹
底
、
及
び
町
会
の
親

睦
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
区

長
主
導
に
よ
る
区
会
議
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

６
、
備
品
の
整
備

０

盆
踊
り
関
連
の
備
品
の
購
入

・
整

備
　
特
別
会
計
２

（盆
踊
り
積
立
金
）

よ
り
支
出

①
中
型
テ
ン
ト
…
１
セ
ツ
ト

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

へ
の
変
更
…
約
３
０

０
個

③
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
追
加
配
備
…
４

ム
ロ

④
舞
台
装
飾
品

一
式

②

そ
の
他
主
な
新
規
購
入
備
品

①
青
年
部
用
の
倉
庫

。
一
般
会
計

（備
品
費
）
よ
り
支
出

②
カ
ラ
オ
ケ

・
音
響
セ
ッ
ト

一
般
会

計

（備
品
費
）
よ
り
支
出

③
事
務
所
バ
タ
フ
ラ
イ
机
、
ホ
ー
ル

長
机

（各
ｌ
ヶ
）

一
般
会
計

（備

品
費
）
よ
り
支
出

④
会
館
の
室
内
用
ス
リ
ッ
パ
ー
０
０

足

一
般
会
計
（備
品
費
）
よ
り
支
出

⑤
和
室
の
畳
替
え
浜
野
会
館
修
繕
費

よ
り
支
出

【生
活
環
境
部
】

１
、
ご
み
の
削
減

。
清
掃
活
動
、
及
び

環
境
整
備

田

町
内
会

一
斉
美
化
活
動
の
実
施

千
葉
市
を
あ
げ
て
の

「ご
み
ゼ
ロ

ク
リ
ー
ン
運
動
」
の
展
開
に
賛
同
し
、

今
年
度
も

″
私
た
ち
の
住
む
町
は
私

た
ち
の
手
で
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

町
内

一
斉
清
掃
を
６
月
２
日
と
１２
月

１
日
に
年
２
回
実
施
し
ま
す
。

②

が
」
み
の
削
減
並
び
に
不
法
投
棄
を

さ
せ
な
い
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

０

各
町
会
に
設
置
し
て
い
る

「ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
清
掃
や
修
繕
の

ほ
か
、
啓
発
掲
示
物
に
つ
い
て
、
担

当
町
会
で
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

四

道
路

・
舗
道
の
修
繕
や
排
水
溝
の

補
修
、
防
犯
街
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
新
設
や

修
繕
、
町
内
の
美
化

（除

草

・
消
毒

・
樹
木
の
伐
採
）
や
危
険

場
所
の
改
善
な
ど
、
各
町
会
か
ら
の

要
望
を
行
政
に
申
請
し
、
町
内
の
環

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
、
自
主
防
災
活
動

０

町
内
会
役
員
は
、
避
難
所
で
あ
る

生
浜
中
学
校

・
生
浜
小
学
校

。
生
浜

西
小
学
校
の
避
難
所
運
営
委
員
と
し

て
の
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
生
浜

地
区
合
同
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

②

津
波
対
策
と
し
て
、
緊
急
避
難
が

で
き
る
建
物
の
管
理
者
と

「施
設
等

の
使
用
に
関
す
る
協
定
書
」
を
現
行

以
上
に
締
結
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

み
ま
す
。
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のま|ま令和元年5月号

０

″
２
０
１
９
年
度
版

「ふ
く
し

。

防
災
ガ
イ
ド
＆
マ
ツ
プ
ア

を
活
用

し
、
暮
ら
し
の
安
全
や

防
災
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

四

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

増
や

「緊
急
時
連
絡
体
制
表
」
の
活

用
な
ど
、
災
害
発
生
を
想
定
し
た
臨

場
感
の
あ
る
避
難
訓
練
に
な
る
よ
う
、

取
り
組
み
ま
す
。

３
、
防
犯
活
動

中
央
警
察
署

・
浜
野
駅
前
交
番
と

連
携
を
密
に
し
、
防
犯
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

０

防
犯
講
話
会
の
開
催

★
６
月
中
旬
の
予
定

防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
員
を
対
象
に
、
中
央
警
察

署
生
活
安
全
課
よ
り
講
師
を
招
き
、

犯
罪
状
況
や
防
犯
活
動
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
、
防
災
意
識
高

揚
を
図
り
ま
す
。

②

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

①
６
月
と
１２
月
に
、
町
内
会
役
員

・

防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
員

・
浜
野

駅
前
交
番
が

連
携
し
た

「合
同

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
を
実
施

し
ま
す
。

②

「年
末
特
別
警
戒
防
犯
パ
ト

ロ
ー

ル
活
動
」
を
、
各
町
会
の
防
犯
パ

ト

ロ
ー
ル

活
動
員
に
よ
り
町
会

単
位
で
実
施
し
ま
す
。

０

セ
ー
フ
テ
イ

・
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
生

浜
小
学
校

。
生
浜
西
小
学
校
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー

・
ウ
オ
ツ
チ
ャ
ー

（学
校

安
全

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
）
は
、
登
下

校
時
の
交
通
事
故
や
事
件
か
ら
守
る

上
で
、
重
要
な
活
動
と
な

っ
て
い
ま

す
。
町
内
会
と
し
て
は
、
セ
ー
フ
テ

イ
ー

・
ウ
オ
ツ
チ
ヤ
ー
の
推
薦
依
頼

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

４
、
「防
犯
標
語
」
や

「立
て
看
板
」

の
維
持
管
理

防
犯
標
語
看
板
や

一
時
緊
急
避
難

場
所
の
看
板
を
、
各
町
会
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
取
付
け
状
態
の
維
持
管

理
等
に
つ
い
て
、
指
導

。
支
援
を
行

な
い
ま
す
。

５
、
防
犯
街
灯

防
犯
街
灯
の
維
持
管
理
は
町
内
会

が
担
う
重
要
な
役
割
の

一
つ
で
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
切
れ
や
破
損
等
の
維

持
管
理
と
共
に
、
必
要
に
応
じ
て
新

設
を
行
な
い
、
地
域
の
安
全
性
を
向

上
し
ま
す
。

【広
報
部
】

１
、
町
内
会
報
の
発
刊

田

町
内
会
報
は
、
町
内
会

・
地
域
の

活
動
内
容
や
予
定
を
網
羅
し
て
お
り
、

情
報
公
開
誌
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
内
容
の
充
実
に
向
け
取
材
活
動

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

②

町
内
会
報
は
、
毎
月
月
初
め
の
発

行
を
目
ざ
し
ま
す
の
で
、
各
町
会
で

タ
イ
ム
リ
ー
な
配
布
に
ご
協
力
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、

町
内
会
報
の
配
布
に
あ
た

つ
て
は
、

賛
助
会
員

へ
は
町
会
長
が
、
ま
た

一

般
会
員

へ
も
回
覧
方
式
で
は
な
く
、

原
則
と
し
て
町
会
長
や
班
長
に
よ
る

個
別
配
布
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

０

諸
団
体
の
行
事
内
容

・
日
程
、
並

び
に
原
稿
や
写
真
等
に
つ
い
て
、
広

報
部
長
宛
に
毎
月
２０
日
ま
で
に
提
出

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
、
広
報
掲
示
板
の
管
理

広
報
掲
示
板
は
、
現
在
町
内
の
１３

箇
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
担
当
町

会
で
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

３
、
浜
野
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
と
共
に
、
活
用
方
法
や

認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
工
夫
し

て
い
き
ま
す
。

【文
化
部
】

文
化

・
教
養
活
動
を
以
下
の
と
お
り

推
進
し
ま
す
。

１
、
文
化
講
演
会
の
開
催

「第
１８
回
文

化
講
演
会
」
を
、
令
和
２
年
１
月
２５

日
（土
）
に
開
催
し
ま
す
。

２
、
諏
訪
神
社
節
分
祭
で
の

「小
学
６

年
生
の
豆
ま
き
体
験
」
の
実
施

令
和
２
年
２
月
３
日
（月
）
の
諏
訪

神
社
の
節
分
祭
に
お
い
て
、
浜
野
町

に
居
住
す
る
小
学
校
６
年
生
を
対
象

に

「豆
ま
き
体
験
」
を
行
な
い
ま
す
。

３
、
囲
碁

・
将
棋

・
麻
雀
大
会
の
開
催

「第
３．
回
囲
碁

・
将
棋
大
会
」
を
、

令
和
２
年
２
月
９
日
（日
）
に
開
催
す

る
と
共
に
、
「第
１
回
麻
雀
大
会
」

も
同
時
に
実
施
し
、
町
会
員
相
互
の

親
睦
と
協
調
を
図
り
ま
す
。

【福
祉
部
】

１
、
敬
老
の
集

い
の
開
催

民
生
児
童

委
員
他
諸
団
体
と
協
力
し
、

「第
３４

回
浜
野
町
敬
老
の
集
い
」
を
９
月
１５

（日
）
に
、
浜
野
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

２
、
ふ
れ
あ
い

。
い
き
い
き
サ

ロ
ン
の

開
催社
会
福
祉
協
議
会
生
浜
地
区
部
会

や
あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
浜
野
と

協
力
し
、
「浜
野
町
ふ
れ
あ
い

。
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
浜
野
会
館
で
、

８
月
と
１２
月
を
除
き
、
年
１０
回
毎
月

第
４
金
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

３
、
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
の
推

進
浜
野
町
の
ヱ
局
齢
者
の
見
守
り
活

動
″
に
つ
い
て

「８０
歳
か
ら
７５
歳
以

上
独
居
者
」
に
年
齢
を
引
下
げ
、
取

組
み
を
推
進

。
強
化
致
し
ま
す
。
変

更
時
期
は
７
月
下
旬
～

田

「民
生
児
童
委
員
と
町
内
会
役
員
」

が
協
働
し
、
″
支
援
を
希
望
す
る
高

齢
者

・
要
支
援
者
″
の
更
新

（６
月
）

と
共
に
、
定
期
訪
間
を
実
施
し
ま
す
。

②

各
町
会

・
各
班
の
グ
ル
ー
プ
長
が

実
施
す
る
、
隣
近
所
の
独
居
高
齢
者

へ
の
見
守
り
活
動

「ち
ょ
こ
っ
と
見

守
り

。
声
掛
け
運
動
」
を
継
続
し
て
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令和元年 5月 号|ま

実
施
し
ま
す
。

（町
内
会
報
３
月
号

に
記
載
済
み
）
町
会
長

・
グ
ル
ー
プ

長

（ま
た
は
班
長
）
は
、
引
継
ぎ

・

継
承
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

０

″
本
活
動
″
が
定
着
す
る
よ
う
、

情
報
発
信
や
共
有
化
を
定
期
的
に
実

施
し
ま
す
。

４
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
募
集

民
生
児
童
委
員
と
協
力
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
員
募
集
に
取
り
組

み
ま
す
。

【婦
人
部
】

婦
人
部
の
独
自
活
動
と
町
内
会
行
事

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り

取
組
み
ま
す
。

１
、
婦
人
部
総
会
を
４
月
７
日
（
１０
時

～
）
に
開
催

２
、
婦
人
部
主
催
の
行
事
の
実
施

田

絵
手
紙
教
室
を
毎
月
第
３
日
曜
日

（９
時
４５
分
～
ｎ
時
４５
分
）
に
浜
野

会
館
で
開
催

②

介
護
予
防
体
操
を
毎
月
第
１

・
２

・

３
水
曜
日

（１０
時
～
１２
時
）
に
浜
野

会
館
で
開
催

０

太
極
拳
を
毎
週
月
曜
日

（９
時
３０

分
～
ｎ
時
）
に
浜
野
会
館
で
開
催

３
、
浜
野
会
館
清
掃

田

浜
野
会
館
の
清
掃
を
、
毎
月
第
３

日
曜
日

（９
時
～
）
に
実
施

②

浜
野
会
館
の
年
末
大
掃
除
を
町
内

会
役
員
青
年
部
と
実
施
（１２
月
２２
日
）

４
、
町
内
会
行
事

へ
の
参
加
と
協
力

田

盆
踊
り
大
会

へ
の
参
加
協
力

（８

月
１７
日

ｏ
ｌ８
日
）
ｏ
盆
踊
り
大
会
に

向
け
踊
り
練
習
会
の
運
営
も
行
な
う

予
定

（８
月
）
舞
台
等
の
設
営

・
解

体
に
も
参
加
協
力

（８
月
）

②

敬
老
の
集
い
に
参
加
協
力

（９
月

・５
日
）

０

諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
に
参
加
協
力

（１０
月
１２
日
）

０

生
浜
地
区
体
育
祭

（１１
月
３
日
）

に
参
加
協
力
と

ュ
ニ
フ
オ
ー
ム
等
の

洗
濯
の
実
施

Ｄ

年
末
合
同
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

に
参
加

（１２
月
）

０

賀
詞
交
歓
会
に
参
加
協
力

（１
月

・２
日
）

０

文
化
講
演
会
に
参
加
協
力

（１
月

２５
日
）

０

囲
碁
将
棋
大
会
に
協
力

（２
月
９

日
）

０

防
災
避
難
訓
練
に
参
加

（３
月
）

【青
年
部
】

明
る
く
健
康
的
な
町
づ
く
り
の
推
進

を
図
り
、
青
年
層
の
町
内
会
活
動

へ
の

積
極
的
な
参
加
を

目
的
に
、
青
年
部

主
催
行
事
の
実
施
や
、
町
内
会
行
事
で

の
出
店

。
参
加
協
力
を
以
下
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

１
、
青
年
部
総
会
の
開
催

（４
月
２．
日
）

２
、
青
年
部
の
主
催
行
事
や
出
店
活
動

の
実
施

田

七
タ
イ
ベ
ン
ト

「短
冊
づ
く
り
と

流
し
そ
う
め
ん
」
の
開
催

（７
月
）

②

盆
踊
り
大
会
に
出
店

（８
月
１７
日

・

・８
日
）

０

諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
に
出
店

（１０

月
１２
日
）

四

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
開
催

（１２
月
）

３
、
町
内
会
行
事

へ
の
参
加
と
協
力

０

盆
踊
り
大
会

へ
の
参
加
協
力

（８

月
１７
日

・
１８
日
）

舞
台
等
の
設
営

・
解
体
に
も
参
加
協
力

（８
月
）

②

生
浜
地
区
体
育
祭
に
参
加
協
力

（■
月
３
日
）

０

浜
野
会
館
の
年
末
大
掃
除
に
参
加

協
力

（１２
月
２２
日
）

０

賀
詞
交
歓
会
に
参
加
協
力

（１
月

・２
日
）

同

防
災
避
難
訓
練
に
参
加

（３
月
）

第
三
号
議
案
　
付
帯
決
議

１
、
平
成
３．
年
度
に
お
い
て
、
事
業
及

び
予
算
等
に
軽
微
な
変
更
を
要
す
る

に
至
っ
た
合
は
、
役
員
会
に
お
い
て

決
議
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
、
町
内
会
活
動
に
お
い
て
、
専
門
性

を
有
す
る
技
能
者
に
委
嘱
を
行
な
う

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
委
嘱
者
や

そ
の
役
割
及
び
報
酬
等
に
つ
い
て
役

員
会
に

一
任
す
る
事
と
す
る
。

第
四
号
議
案

町
内
会
長
、
町
内
会
役
員
、
委
嘱
役

員
承
認
の
件

１
、
石
橋
推
薦
委
員
会
委
員
長
よ
り
、

町
内
会
会
長
の
推
薦
の
経
過
報
告
が

あ
り
山
王
町
町
会
の
秋
葉
武
さ
ん
を

推
薦
し
承
認
さ
れ
、
推
薦
委
員
会
は

こ
れ
を
持
ち
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
会
長
　
　
秋
葉
　
武

（新
任
）

２
、
町
内
会
会
則

″
第
１２
条
第
２
項

・

４
項
″
に
よ
り
、
町
内
会
長
の
氏
名

に
よ
り
各
部
役
員
が
指
名
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

副
町
内
会
長
　
松
岡
　
義
明

（新
任
）

会
　
　
計
　
　
岡
本
　
冨
雄

（新
任
）

総
務
部
長
　
　
大
健
　
通
夫

（新
任
）

広
報
部
長
　
　
秋
葉
　
光
重

（留
任
）

文
化
部
長
　
　
大
塚
　
麻
理

（新
任
）

婦
人
部
長
　
　
白
井
由
美
子

（留
任
）

青
年
部
長
　
　
種
村
　
英
明

（新
任
）

福
祉
部
長
　
　
米
原
　
忠
秀

（新
任
）

３
、
町
内
会
会
則

″
第
１２
条
第
３
項
″

に
よ
り
、
区
の
会
員
に
よ
り
推
薦
さ

れ
た
区
長
の
承
認
に
つ
い
て
承
認
ま

し
た
。

第
１
区
長
　
　
関
　
　
　
浩

（新
任
）

４
、
町
内
会
会
則

″
第
１２
条
第
５
項
″

に
よ
り
、
会
員
の
互
選
に
よ
り
推
薦

さ
れ
た
会
計
監
査
の
選
任
及
び
委
嘱

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
計
監
査
　
大
久
保
典
志
隆

（留
任
）

会
計
監
査
　
　
菅
　
　
政
司

（新
任
）

５
、
浜
野
会
館
の
管
理
人

小
河
原
ふ
み
子

（留
任
）
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は  ま  の 令和元年 5月 号

平成31年度浜野会館収支予算書
(単位 :円 )

項   目 予算額 備 考

収

　

　

入

会館使用料 330,000 会員・諸団体・町会270千円、町内会60千円

コピー使用料 280,000 コピー使用料 (1カウント6円 or10円 )

助 成 金 350,000

合  計 960,000

支

出

管理人手当 60,000 月額5,000円 X12ヵ 月

水道光熱費 300,000 電気255千円、上下水道25千円、ガス20千円

器具消耗品費 30,000 モップ・洗剤・ トイレ用品、その他

修 繕 費 200,000 畳替135千円、消火設備年 2回点検40千円、その他修理・点検・清掃等25千円

火災保険料 38,000 JA火災共済 (補償額49,800千 円)
コピー機費 322,000 り…ス料107千円、コピー機使用料180千円、用紙その他35千円

雑  費 10,000 正月用お飾り、その他

合  計 960,000

差 弓|
ｎ
ｕ

20■.9年度 浜野町内会1役員名簿  ‐|.(敬称省囀
役 職 名 氏 名 備 考

町 内 会 長 秋  葉    武 新 任

副 町 内 会 長 松 岡 義 明 新 任

会 計 岡 本 一昌 雄 新 任

第 一 区 区 長 関 浩 新 任
第 二 区 区 長 石 橋 邦 夫 留 任
第 三 区 区 長 宮 文 夫 留 任
総 務 部  長  (理事) 大 徒 通 夫 新 任

広 報 部  長  (理事) 秋 葉 光 重 留 任
文

レ
し

１

１ 部  長  (理事) 大 塚 麻 理 新 任

福 祉 部  長  (理事) 米 原 忠 秀 新 任
婦 人 部  長  (理事) 白 井  由 美 子 留 任
土目 年 部  長  (理事) 種 村 英 明 新 任
環 境 部 長 各 区 長 の 兼 務

会 計 監 査 大 久 保  典 志 隆 留 任

会 計 監 査 菅    政  司 新 任
会 館 管 理 者 小 河 原  ふ み 子 留 任
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令和元年 5月号 は  ま  の

1   【ヨζ

町  会  名 役 職 氏 名

浜 新 田 町 会 正

副

神 原  信 一
篠 塚  幸 司

ヨエあ乏Eヨ l FTづ≧ 正

副

石  井     任

関

五 反 田 2 mT会 正

副

′卜  』票   フ支  ラ羨

計F JII  月責  言韓

山 王 町 会 正

副

吉 田  忠 男
渡 邊  健 治

蛇 島 町 会 正

副

カロ 爵藤   傷誤 ヤ諄

岡 留  貴 志

浜 東 町 会 正

副

JII n鳥   ラ晨  1封

出 口  良 一

敬 称 省 略

町  会  名 役 職 氏 名

旭 町 町 会 正

副

宮 崎    正
中 山    豊

= 井 町 会 正

副

粟 生  義 明
元 木  章 公

柳  町  mT 会 正

副

深 山  次 男

宍 倉  輝 吉

= 和 町 会 正

副

F可 部   一  也
片 平  成 幸

駅 通 り 町 会 正

副

J建  ホ寸   解彗 奮言

長 谷  文 雄

田  町 町 会 正
　
副

柳  田   沼ミ 雪
内 河  正 興

仲 東 町 会 正

副

内 田  文 雄

崎 村  泰 三

ク
・
リーンステーシ

・日町会 正

副

副

副

栄   拓 海

今 関  亮 介
鹿  FF5  利  浩
山 下  和 樹

《 第 3区 》        (敬 称 省 略 )

20‐ 1‐9年度1浜野町1内1会|工副町‐会長名簿|  |1201‐ 9‐年度1浜野町1内会1婦人1部1名簿
区男J 町 会 名 氏 名

第

1

区

[11〕

浜 新 田 田 崎 利 子

岩 下 敏 子

五反田 1 高 阪  愛
関  直 子

五反田2 武 川 成 美

矢 作 美 幸

山  王 伊 藤 和 枝

松 川 和 子

蛇  島 (副 ) 細 野 陽 子

浜  東 渡 辺 友 美

遠 藤 美 香

第

2

区

〔171

旭  町 並 木 八 江

簡 井 素 子

三  井 元 木 玲 子

船 本 美智子
柳  町 深 山 洋 子

l!1上  三智子
三  和 大久保 幸 江

石 橋 菊 枝

駅 通 リ 久 野 春 枝

並 木 真理子
田  町
桧卦)

柳 田 深 雪

内 河 ― 恵

仲 東
百
田

内 田 裕 子

崎 村  めぐみ
ク・リーンステーシ・ 河 野  真奈美

吉 田 紗 希

佐 藤  亜希子

第

3

区

〔14〕

〔42〕

辻  町 石 橋 義 子

須 合  ゆう子
南 町 1 本 間  あけみ

石 橋  りょう
南 町 2 石 橋 和 代

小 倉 陽 子

南 町 3(冨1) 佐 藤 順 子

半  清 子
南 町 4 細 谷 文 恵

高 橋 昇 子

北 町 1 濱 野 久 子

橋 本 イ ツ

北 町 2 渡 辺 君 子

菅   マス子

町  会  名 役 職 氏 名

辻  町  町  会 正

副

並 木  榮 一
白 井  喜 夫

南 町 1町 会 正

副

清 水   洋

山 岸  秀 人

南 町 2町 会 正

副

石 橋  邦 幸
仲 田  耕 ―

南 町 3町 会 正

副

吉 本  敬 一
内 田  昌 芳

南 町 4町 会 正

副

佐 藤   栄

稲 場    保

ゴヒ 町 l mT会 正

副

坂 倉  カツ 枝
大 久 保  和 子

北 町 2町 会 正

副

金 木    勇

菅    政 司
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のま|ま 令和元年 5月号

区男F

第

一一　
区

浜 新 田 鈴 木 雅 俊

五 反 田 一
米 原 忠 秀

米 原 知 子

五 反 田 二 小 原 知 子

山 王 種 村 英 明

蛇 島 草 薙 正 美

区別 |‐町1内1会 ||

第

一
一
区

枢l 町
長 崎 浩 治

長 崎 洋 子

ン

ジ
一　
一

リ

テ

グ

ス

新 宮 匡 智

藤 平 勝 幹

第

区

辻 町 本 間 経 夫

南 町 3 山 下 論 史

南 町 4 六 川  明 子

ゴヒ  ロ『   1
坂 倉 カツ枝
佐々木 正 治

1役1員1紹 1分

町内会長の任期満了に伴い

役員推薦委員会より推薦され

ました秋葉 武さんが全員一
致で承認されました。次いで

新町内会長より平2019年度役

員の指名が行われ全員一致で

承認されました。

退1任1者

長 嶋 洋 二 さん

菅 原 哲 彦 さん

坂 倉 カツ枝 さん

小 菅 俊 一 さん

。前列左・岡本会計(新任)、 松岡副会長(新任)、 秋葉町内会長(新任)、

関第一区長 (新任)、 石橋第 2区長(留任 )、 一宮第 3区長(留任)
・後列左、菅会計監査(新任 )、 大徒総務部長(新任 )、 自井婦人部長

(留任 )、 米原福祉部長 (新任 )、 種村青年部長(新任 )、 大塚文化部

長(新任 )、 秋葉広報部長(留任 )

平成 8年から広報部長として 8年間、町内会長を10年間、この間町内
自治会連絡協議会会長、中央区関係で 2年。地域運営委員会会長を歴
任し地域の活性化を合め、ご尽力をいただきました。これからも地域

のまとめ役として御活躍を御願い致します。

14年間浜野町内会の運営資金のや りくりに携わっていただきました。

大切な運営資金を預かって眠れぬ夜もあり、この度退任で一安心をし

ましたとの事です。長い問有難 うございました。

10年間、文化部長 2年、青年部長 8年携わつてきました。特に青年部
では設立にご尽力をいただきました。今後も青年部副部長として御活

躍を御願いします。

昭和の時代から区長 2期、長嶋前会長へ引き継 ぐ前の会長を務め、会
館の建設等大きな事業にも携わつてきました。会長退任後は会計監査

役として携わつていただきました。長期にわたり有難 うございました。

膊
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